
                                       
                                       

一関市千厩学校給食センター No.３ 令和８年６月８日 

６月１０日は 
防災給食  大規模な災害が発生すると、電気、ガス、水道などが長期的に使

用できないことも考えられます。また物流も止まってしまうので、い

つものように食べ物が手に入らなくなる可能性もあります。  ６月１０日は、備蓄食品等を活用したメニューなどを取り入れた
「防災給食」を提供いたします。献立の詳しい内容についてお知ら

せいたしますので、ぜひご家庭での備えの参考にしてください。 

汁物：はっと汁 
郷土料理のはっと汁は、災害発生後の炊き出しとして提供さ

れることが多い料理です。小麦粉等から作られるはっとは主

食、たっぷりの野菜は副菜、肉や油揚げを入れれば主菜と一

品で栄養バランスを整えることができる優れもの。また、汁物

は水分補給にもなります。 
主食：ごはん 
お米は鍋や湯せん調理で炊く

ことができます。普段の生活の

中で試しておくと、いざという

時の備えになります。 

主菜：いわしの梅煮 
災害発生直後は、家具の転倒や食

器の破損などから混乱しているこ

ともあります。缶詰など封を開けた

らそのまま食べられる食品があると

便利です。（給食では加熱調理し

たものを提供しております。） 
副菜：ストックサラダ 
災害時は野菜不足になり、便秘や体調不良を引き起

こしやすくなります。そのため野菜を備蓄しておくこと

は重要です。「ストックサラダ」は備蓄できる食品で

作ることができます。（レシピは「ちょっと知りたい 防
災食のはなし」に掲載しております。 
好きな食べ物 
心が落ち着かない状

況の中では食欲が出

ないこともあります。

いつも好んで食べて

いるお菓子なども、一

緒にそろえておきまし

ょう。 

みんなで一緒に考えよう 



                                       
   私たちが生きていく上で欠かすことのできない「食べる」こと。毎日を元気に生き生き

と暮らすためには、何をどのように食べるかがとても重要です。また、これからも安心して

食料を得られるように、未来へつながる「食」について考えていくことも大切です。６月は

国が定める「食育月間」です。食べることをあらためて見直し、できることから取り組ん

でみませんか？ 

いろいろな食品をバラ

ンスよく食べましょう 

朝ごはんを 
食べる習慣を 
つける 
どんなにおいしい食事でも、歯が健康でないとよくかんで味わうことができず、おいしさ

が半減してしまいます。また、歯の健康は全身の健康にも深く関わっています。虫歯がある

場合は早めに治療し、健康な歯を保てるよう、毎日の食べ方にも気をつけましょう。 

食事はよくかんで 

食べましょう 

食べた後は歯みがき

をしましょう 

地域でとれたものや、 
環境に配慮した食品を選ぶ ゆっくり、 
よくかんで 
食べる 

食べ物が何からできているか、 
どこから来るのかを知る 塩分のとり過ぎに 

気をつけ、 
「適塩」を 
意識する 
食べ物の 
無駄をなくし、 
食品ロスを 
減らす 

だらだら食べたり飲んだり 

するのはやめましょう 


